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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第103期

第３四半期

連結累計期間

第104期

第３四半期

連結累計期間

第103期

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日

至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 47,799,63051,889,11763,451,215

経常利益 （千円） 5,074,047 6,722,293 6,714,857

四半期（当期）純利益 （千円） 6,991,035 3,881,685 8,123,176

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 6,709,841 3,895,928 7,652,022

純資産額 （千円） 28,588,00132,505,50029,526,939

総資産額 （千円） 83,137,18286,218,92582,795,404

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 175.45 97.43 203.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.2 31.2 29.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 6,283,930 4,246,22911,475,185

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,559,541△2,932,856△2,229,152

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △8,053,424 △977,111△12,394,028

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 9,255,801 9,705,310 9,376,973

　

　

回次
第103期
第３四半期
連結会計期間

第104期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.24 33.24

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第103期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）における世界経済は、米国経済

に一部回復の兆しが見られたものの、欧州債務危機による金融市場の混乱を背景としたユーロ圏経済の

停滞や世界経済の牽引役であった中国経済の成長減速に加え、タイの洪水の影響等により全体的に不安

定な状態が続きました。

国内経済は、東日本大震災による落ち込みから回復傾向にありましたが、海外景気の減速による外需の

伸び悩み、歴史的高水準な円高の長期化、タイの洪水の影響によるサプライチェーンの混乱等により、秋

以降の回復は鈍化いたしました。

　

当社グループの主力事業である自動車産業分野は、海外では、中国の需要拡大ペースの鈍化や、タイで

の大幅減産等がありましたが、グローバルベースでの堅調な需要により、世界の自動車販売台数及び生産

台数は前年に比べ緩やかながらも増加いたしました。

国内では、自動車メーカー各社は東日本大震災の影響を挽回すべく本格的な増産体制に入り、国内生産

は増加に転じましたが、タイの洪水の影響を受けて国内外共に一時的な減産を余儀なくされました。しか

しながら、各社バラツキはあるものの挽回生産に向かいました。

建設機械業界では、金融引締め策の影響等により中国の需要が大きく鈍化しましたが、中国を除く海外

市場は好調を持続しており、また日本国内も復興需要を受け、全体の出荷額は順調に推移いたしました。

造船業界は、日本・中国・韓国共に当面の手持ち工事量を確保していますが、欧州債務危機等による世

界景気の減速懸念や船舶数の過剰感により、世界的に新造船の発注が減少するなど受注環境は厳しさを

増しました。

一般産業分野は、東日本大震災後の復興需要を受けて堅調に推移いたしました。
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このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ8.6％増収の

51,889百万円となりました。

また、営業利益については、「サバイバル・プラン」への取り組み成果により収益体質が改善されたこ

とに加え、国内外の関係会社の増収効果等により前年同四半期に比べ19.6％増益の7,278百万円となりま

した。

経常利益は為替差損の縮小及び支払利息の減少等により前年同四半期に比べ32.5％増益の6,722百万

円となり、それぞれ前年同四半期実績を上回る結果となりました。

四半期純利益は前年同四半期に比べ44.5％減益の3,881百万円と前年同四半期実績を下回りましたが、

これは前年同四半期純利益に米国子会社清算結了に伴う法人税等調整額が計上されていたことによるも

のであります。

　

セグメントの業績は、次のとおりです。

なお、セグメント間の内部売上高又は振替高は、連結売上高に含めております。

① 自動車用エンジン軸受

海外では、特に欧州や韓国の海外メーカー向け販売が順調に推移いたしました。また国内も、各

自動車メーカーの挽回生産等を受けて当期間の後半は大きく生産が回復し受注は好調に推移いた

しました。

この結果、売上高は前年同四半期に比べ11.6％増収の32,040百万円、営業利益は前年同四半期に

比べ9.2％増益の4,650百万円となりました。

② 自動車用エンジン以外軸受

自動車部品用軸受は、タイの洪水による部品メーカーの生産調整等の影響があったものの、売上

高は前年同四半期に比べ0.5％増収の10,840百万円、営業利益は前年同四半期に比べ16.6％増益の

3,152百万円となりました。

③ 非自動車用軸受

建設機械用軸受は、グローバル需要と国内復興需要に支えられ順調に推移いたしました。

舶用軸受は、日本・中国・韓国の造船メーカー共に新造船の受注環境は厳しさを増しておりま

すが、当面の手持ち工事量の確保により販売は堅調に推移いたしました。また、一般産業向けでは、

ポンプ・潤滑装置関連が伸びるなど堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は前年同四半期に比べ10.0％増収の9,999百万円、営業利益は前年同四半期に

比べ15.9％増益の2,857百万円となりました。

④ その他

不動産賃貸事業等により売上高は前年同四半期に比べ2.3％増収の237百万円、営業利益は前年

同四半期に比べ0.3％増益の122百万円となりました。
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(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ4.1％増加の86,218百万円となりま

した。これは主に売上高の増加に伴い受取手形及び売掛金が増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末に比べ10.1％増加の32,505百万円となりま

した。これは主に四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したことによるものであります。

（自己資本比率）

当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.9ポイント増加の31.2％と

なりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、9,705百万円と

なり前年同四半期末に比べ449百万円（4.9％）の増加となりました。

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動において獲得した資金は、4,246百万円（前第３四半期連結累計期間は6,283百万円の獲得）

となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益の計上などによる資金の増加があったことによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において使用した資金は、2,932百万円（前第３四半期連結累計期間は1,559百万円の使用）

となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動において使用した資金は、977百万円（前第３四半期連結累計期間は8,053百万円の使用）と

なりました。これは主に短期借入金が増加したものの長期借入金の返済による支出があったことによる

ものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、次のとお

りであります。

①「サバイバル・プラン」の成果の持続と進化

「サバイバル・プラン」の骨子である海外新規ビジネスの拡大、生産拠点集約によるコスト構造改革、

財務基盤強化につきましては、いずれも当初の目標を上回る成果をあげることができました。この度これ

らサバイバル・プランの成果を踏まえ、平成24年４月からスタートする新中期経営計画を策定し、更なる

飛躍を目指して取り組んでまいります。

　

②　新中期経営計画の策定と実行

新中期経営計画は、対象期間を平成24年度から平成29年度までの６年間とし、その間にすべり軸受けの

全分野において世界市場でトップシェアを獲得し、世界で存在感のある当社グループを目指し、経営の安

定と事業拡大に向けて取り組んでまいります。

昨年来、世界的な景気減速が指摘されておりますが、今後数年は世界的に市場の拡大は見込みづらいと

の見通しのもと、具体的には、(ア) 自動車用すべり軸受け分野におけるシェア拡大とトップの堅持、既に
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トップにある大型舶用のみならず船舶用全般、その他産業用等非自動車分野における世界トップシェア

の獲得、(イ) 国内外の生産・販売拡大に対応した世界５極体制の構築、(ウ) 技術優位性持続と世界各地

域の特性に応じた研究開発強化、(エ) 強固な財務基盤の構築、を主なテーマとし、平成26年度までの第１

ステージで事業基盤を構築し、平成29年度までの第２ステージで目標を実現すべく推進する計画であり

ます。

　

③　財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

1)　基本方針の内容

当社は、中長期的な視野にたって、販売・生産・技術・新事業などの事業戦略を掲げ、安定的な発

展と成長を目指しておりますが、企業を取り巻く環境は常に大きく変化しており、その短期的な経営

判断は将来に向けた持続的な成長を確実なものとするうえで極めて重要な舵取りを要求されます。

平成24年４月からスタートする新中期経営計画において、「サバイバル・プラン」の成果を踏ま

え更なる経営の安定と事業拡大に向けた取り組みにより、新中期経営計画最終年度に当社グループ

が目指すチャレンジ目標として「連結売上高1,110億円、営業利益167億円、営業利益率15%以上」の

達成を掲げ、持続可能な経営基盤を構築することにより、企業価値を高めるよう努めてまいります。

そして、当社は、当社の顧客及び仕入先をはじめとする取引先、従業員及びその家族、地域住民その

他のステークホルダーと協調しながら、短期的かつ急激な変化への柔軟な対応と、上記の中長期的な

視野にたっての企業経営による持続的な成長を目指し、そのような持続的な成長によって得られる

利益を株主の皆様に還元することが、短期的、一時的な利益を株主の皆様に還元するよりも、株主の

共同の利益に資するものと確信しております。

したがいまして、当社は、当社の顧客、仕入先をはじめとする取引先、従業員及びその家族、地域住

民など上記の中長期的な視野にたっての企業経営による持続的な成長を支持して下さる方に、バラ

ンスよく株式を保有して頂くことが望ましいと考えております。

　

2)　基本方針の実現に資する取組み

(a)基本方針の実現に資する特別な取組み

（ア）中長期的な視野に立っての企業経営による持続的な成長を実現するための当社の財産の有効

活用

当社は、これまでも上記中長期的な視野にたった企業経営による持続的な成長を実現するため

に当社の財産を有効活用してまいりました。

今後も、中長期的な視野にたった企業経営による持続的な成長を実現するためには、今後の市場

動向、変化に対応した生産販売拠点の整備、国内外の子会社の品質、生産効率、管理能力などの当社

水準への引き上げ及び製品・設計・製造・生産・開発の各技術の世界トップレベルの維持が必要

となることから、株主の皆様への利益配当とのバランスを考慮しつつも、積極的な研究開発、海外

生産拠点の従業員の当社への研修、産・官・学による先端技術の活用、知的財産の保有による技術

防衛などに有効かつ効率的に当社の財産を投資してまいる所存です。

　

（イ）従業員による株式保有の推進

当社は、従業員持株会加入者に奨励金を支給することにより、従業員による株式の保有を推進し

ております。

引き続き、従業員持株会拡充に向けた積極的な取り組みを実施してまいります。
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（ウ）地域住民の当社に対する理解の促進

当社は、主要事業所での親睦行事や地域住民の工場見学会などへの参加等地域住民との交流を

行い、地域住民による当社への理解が深まるよう心がけております。

　

(b)基本方針に反する株主による支配を防止するための取組み

当社は、上記の基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支

配されること(以下、「敵対的買収」といいます。)を防止するため、以下のように取り組んでまい

ります。

まずは、当社の資産を最大限有効活用しつつ、上記の中長期的な視野にたっての企業経営による

持続的な成長を実現し、企業価値を増大させ、株主の皆様への適切な利益の還元を可能とするとと

もに、当社の企業価値の市場における評価の向上に結びつけるべく、積極的なＩＲ活動に努めてお

ります。

その上で、継続的に実質株主を把握し、敵対的買収者が現れた場合には、当該敵対的買収者によ

る買収目的の確認及び評価並びに当該敵対的買収者との交渉を社外の専門家の意見を聞きながら

行い、当該敵対的買収者が当社の基本方針に照らして不適切と判断した場合には、適切な対抗手段

を講じる考えであります。

また、敵対的買収者の出現に備えた事前の敵対的買収防衛策の導入につきましても、これを否定

するものではなく、法令、関係機関の指針または他社の動向も踏まえながら、株主共同の利益を確

保しつつ、有効な方策を引き続き検討していく所存であります。

　

3)　上記取組みの妥当性に関する判断及びその理由

上記取り組みが基本方針に合致し、株主共同の利益を侵害せず、当社の役員の地位の維持を目的と

するものではない適切なものであることは、その取り組みの態様から明らかであり、対抗手段や敵対

的買収防衛策につきましても、基本方針に反する場合にのみ発動するものであることから、適切であ

ることは明らかであると思料いたします。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、856百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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(6)　主要な設備

①　新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設備

は次のとおりであります。

　ａ新設

　 当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月

完成後の

増加能力総額

(千円)

既支払額

(千円)

大同精密金属

(蘇州)有限公

司

(中華人民共和国

江蘇省蘇州市）

自動車用エ

ンジン軸受
工場用建物 282,819 249自己資金

平成23年

8月

平成24年

7月

工場用建物

が6,600㎡

増加

同晟金属(株)（韓国永同郡）
自動車用エ

ンジン軸受

半割軸受製

造設備
143,296 ― 自己資金

平成23年

9月

平成24年

8月

半割軸受生

産能力が約

12％増加

提出会社
犬山工場

（愛知県犬山市）

自動車用エ

ンジン軸受

タ ー ボ

チ ャ ー

ジャー用軸

受製造設備

187,58439,000自己資金
平成23年

10月

平成24年

2月

タ ー ボ

チ ャ ー

ジャー用軸

受生産能力

が約20％増

加

提出会社
前原工場

（愛知県犬山市）

非自動車用

軸受

中型半割軸

受製造設備
425,000 ― 自己資金

平成23年

10月

平成24年

9月

中型半割軸

受生産能力

が約260％

増加

提出会社
前原工場

（愛知県犬山市）

非自動車用

軸受

工場用

土地・建物
381,000201,466自己資金

平成23年

12月

平成24年

3月
―

提出会社
前原工場

（愛知県犬山市）

非自動車用

軸受

中型半割軸

受製造設備
300,000 ― 自己資金

平成24年

1月

平成24年

10月

中型半割軸

受生産能力

が約41％増

加

提出会社
前原工場

（愛知県犬山市）

非自動車用

軸受

中型半割軸

受製造設備
200,000 ― 自己資金

平成24年

1月

平成24年

10月

中型半割軸

受生産能力

が約77％増

加

　　なお、計画の見直しに伴い、大同精密金属（蘇州）有限公司の自動車用エンジン軸受工場用建物の完了

予定年月を平成24年３月から平成24年７月に、提出会社の非自動車用軸受工場用土地・建物の完了予

定年月を平成24年１月から平成24年３月に変更しております。

　

②　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て当第３四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

　ａ完了

　 当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった大同プレーンベアリング

(株)の自動車用エンジン軸受の半割軸受製造設備が平成23年４月と平成23年５月に、ダイナメタル

CO.,LTD.の自動車用エンジン軸受の半割軸受製造設備が平成23年８月に、大同メタルロシアＬＬＣの

自動車用エンジン軸受のバイメタル（軸受材料）製造設備が平成23年９月に、提出会社の自動車用エ

ンジン軸受の半割軸受製造設備が平成23年９月と平成23年12月に完了しました。

　

EDINET提出書類

大同メタル工業株式会社(E02175)

四半期報告書

 8/25



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 44,956,853 44,956,853

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数　1,000株

計 44,956,853 44,956,853－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式

総数増減数(株)

発行済株式

総数残高(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額(千円)

資本準備金

残高(千円)

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
― 44,956,853 ― 7,273,178 ― 7,649,095

　

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

①　【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 5,120,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 39,587,00039,587 －

単元未満株式 普通株式 249,853 － －

発行済株式総数 　 44,956,853 － －

総株主の議決権 　 － 39,587 －

　

②　【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大同メタル工業㈱
愛知県名古屋市中区栄二丁目3
番1号

名古屋広小路ビルヂング13階
5,120,000 － 5,120,00011.38

計 － 5,120,000 － 5,120,00011.38

　

　

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,671,706 9,952,266

受取手形及び売掛金 18,183,511 ※２
 21,595,930

有価証券 74 315

商品及び製品 4,847,549 5,372,903

仕掛品 4,980,213 6,050,915

原材料及び貯蔵品 3,042,982 2,699,055

その他 3,550,604 2,437,923

貸倒引当金 △57,123 △41,613

流動資産合計 44,219,519 48,067,697

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,688,028 9,248,728

機械装置及び運搬具（純額） 9,566,428 9,715,061

その他（純額） 12,105,449 13,106,222

有形固定資産合計 31,359,906 32,070,012

無形固定資産

のれん 1,278,790 1,150,826

その他 1,045,181 767,106

無形固定資産合計 2,323,971 1,917,933

投資その他の資産

投資その他の資産 4,937,152 4,208,566

貸倒引当金 △45,146 △45,283

投資その他の資産合計 4,892,006 4,163,282

固定資産合計 38,575,884 38,151,228

資産合計 82,795,404 86,218,925
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,039,386 11,610,093

短期借入金 6,090,418 9,936,688

1年内償還予定の社債 － 90,000

1年内返済予定の長期借入金 4,883,043 5,448,377

未払法人税等 653,434 397,789

賞与引当金 1,414,699 682,114

役員賞与引当金 81,000 106,050

製品補償引当金 260,393 69,837

債務保証損失引当金 ※１
 116,192 －

その他 4,465,565 5,955,912

流動負債合計 29,004,133 34,296,863

固定負債

社債 － 210,000

長期借入金 15,221,502 10,705,028

退職給付引当金 4,044,764 4,191,434

環境対策引当金 54,307 47,736

資産除去債務 115,210 115,210

負ののれん 8,654 7,019

その他 4,819,893 4,140,132

固定負債合計 24,264,331 19,416,561

負債合計 53,268,465 53,713,425

純資産の部

株主資本

資本金 7,273,178 7,273,178

資本剰余金 7,946,245 7,946,245

利益剰余金 12,053,190 15,098,285

自己株式 △1,399,235 △1,401,460

株主資本合計 25,873,378 28,916,248

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 397,921 332,477

為替換算調整勘定 △2,077,484 △2,382,607

その他の包括利益累計額合計 △1,679,562 △2,050,130

少数株主持分 5,333,123 5,639,382

純資産合計 29,526,939 32,505,500

負債純資産合計 82,795,404 86,218,925
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 47,799,630 51,889,117

売上原価 33,280,634 36,047,772

売上総利益 14,518,996 15,841,345

販売費及び一般管理費 8,431,429 8,562,876

営業利益 6,087,566 7,278,468

営業外収益

受取利息 15,175 11,378

受取配当金 16,449 22,118

負ののれん償却額 1,634 1,634

持分法による投資利益 54,421 55,768

スクラップ売却収入 280,491 360,798

その他 138,429 138,334

営業外収益合計 506,602 590,033

営業外費用

支払利息 594,987 460,134

退職給付費用 291,115 291,115

為替差損 556,896 348,252

その他 77,122 46,706

営業外費用合計 1,520,122 1,146,209

経常利益 5,074,047 6,722,293

特別利益

固定資産売却益 20,510 7,264

投資有価証券売却益 － 1,977

貸倒引当金戻入額 8,592 －

投資有価証券割当益 18,924 －

子会社清算に伴う為替換算調整勘定整理益 92,634 －

特別利益合計 140,662 9,241

特別損失

固定資産売却損 1,609 2,901

固定資産除却損 31,745 6,334

投資有価証券評価損 8,066 46,066

貸倒引当金繰入額 10,000 1,580

減損損失 62,478 26,545

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 144,770 －

環境対策引当金繰入額 59,158 －

過年度支払技術料 5,000 －

債務保証損失引当金繰入額 117,482 －

特別損失合計 440,310 83,428

税金等調整前四半期純利益 4,774,398 6,648,106

法人税、住民税及び事業税 392,221 590,295

法人税等調整額 △2,859,615 1,568,142

法人税等合計 △2,467,394 2,158,437

少数株主損益調整前四半期純利益 7,241,793 4,489,668

少数株主利益 250,758 607,983

四半期純利益 6,991,035 3,881,685
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,241,793 4,489,668

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 54,290 △97,409

為替換算調整勘定 △559,516 △454,340

持分法適用会社に対する持分相当額 △26,726 △41,990

その他の包括利益合計 △531,951 △593,740

四半期包括利益 6,709,841 3,895,928

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,528,713 3,511,118

少数株主に係る四半期包括利益 181,127 384,810
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,774,398 6,648,106

減価償却費 3,541,932 3,361,604

減損損失 62,478 26,545

のれん償却額 104,525 121,959

負ののれん償却額 △1,634 △1,634

持分法による投資損益（△は益） △54,421 △55,768

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,937 △12,726

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,701 △732,450

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 25,050

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 117,482 △116,192

退職給付引当金の増減額（△は減少） 152,793 124,271

環境対策引当金の増減額（△は減少） 54,307 △6,570

受取利息及び受取配当金 △31,625 △33,497

支払利息 594,987 460,134

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,977

投資有価証券評価損益（△は益） 8,066 46,066

投資有価証券割当益（△は益） △18,924 －

固定資産売却損益（△は益） △18,901 △4,362

固定資産除却損 31,745 6,334

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 144,770 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,971,223 △3,649,505

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,411,289 △1,504,832

仕入債務の増減額（△は減少） 1,812,750 876,424

未払消費税等の増減額（△は減少） △229,353 2,334

その他の負債の増減額（△は減少） 575,120 226,060

その他 △113,879 △220,386

小計 7,085,465 5,584,989

利息及び配当金の受取額 31,280 38,195

持分法適用会社からの配当金の受取額 16,233 5,070

利息の支払額 △535,685 △485,191

法人税等の支払額 △313,364 △896,834

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,283,930 4,246,229
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △80,835 △98,276

定期預金の払戻による収入 124,426 154,035

有形固定資産の取得による支出 △1,479,448 △2,947,432

有形固定資産の売却による収入 58,428 49,013

無形固定資産の取得による支出 △56,425 △70,682

投資有価証券の取得による支出 △179,943 △3,455

投資有価証券の売却による収入 － 4,248

貸付けによる支出 △12,616 △16,087

貸付金の回収による収入 19,119 15,397

その他 47,754 △19,616

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,559,541 △2,932,856

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,849,669 3,955,933

長期借入れによる収入 500,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △4,743,059 △4,405,916

社債の発行による収入 － 298,425

セール・アンド・リースバックによる収入 4,608 48,783

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △611,711 △482,433

割賦債務の返済による支出 △39,282 △22,179

自己株式の取得による支出 △2,951 △2,224

配当金の支払額 △236,330 △788,964

少数株主への配当金の支払額 △75,028 △78,536

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,053,424 △977,111

現金及び現金同等物に係る換算差額 △221,717 △7,923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,550,753 328,337

現金及び現金同等物の期首残高 12,806,554 9,376,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,255,801

※
 9,705,310
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　
（法人税率の変更等による影響）

　平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法

律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に

関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度より法人税率が

変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、一

時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなります。

　　平成24年３月31日まで 40.0%

　　平成24年４月１日から平成27年３月31日 37.7%

　　平成27年４月１日以降 35.3%

　この税率の変更により繰延税金資産の純額が182,975千円増加し、当第３四半期連結累計期間に費用計上された法

人税等調整額の金額が157,511千円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

従業員の住宅ローン融資等に対する
保証債務の額

335,439千円
従業員の住宅ローン融資等に対する
保証債務の額

279,036千円

従業員持株信託の借入金に対する保
証債務の額

193,890千円　 　

小計 529,329千円　 　

債務保証損失引当金 △116,192千円　 　

合計 413,137千円　 　

（追加情報）

　従業員持株信託は当社株価の下落により、現状の株価
が継続すると１年以内に株式取得が完了し信託期間が
終了する可能性が高くなっております。
　現状の市場状況を勘案しますと、当社の株価について
も信託の財務状態の回復に至るまでの上昇を見込むこ
とは困難なこと、平成23年３月31日では現在信託元本が
毀損しており、その借入金に対する保証債務につき損失
発生の可能性が予想されることにより、債務保証損失引
当金を116,192千円計上しております。

（追加情報）

　従業員持株信託は当第３四半期連結会計期間で終了い
たしました。そのため、債務保証損失引当金を116,192千
円充当しております。

　

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をして

おります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、当第３四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 －千円 234,040千円

　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

現金及び預金勘定 9,440,879千円 9,952,266千円

有価証券 3,734千円 315千円

計 9,444,613千円 9,952,581千円

預入期間が３か月超の定期預金 △188,735千円 △247,203千円

償還期間が３か月超の有価証券 △76千円 △67千円

現金及び現金同等物 9,255,801千円 9,705,310千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 239,063 6.00平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 557,73414.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月14日
取締役会

普通株式 278,856 7.00平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
自動車用
エンジン軸受

自動車用エン
ジン以外軸受

非自動車用
軸受

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 28,390,06910,349,7468,890,41547,630,231169,39947,799,630

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

322,489434,512202,466959,46962,8261,022,295

計 28,712,55910,784,2589,092,88248,589,700232,22548,821,926

セグメント利益 4,258,5202,703,0272,465,3519,426,899122,3379,549,237

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 9,426,899

「その他」の区分の利益 122,337

セグメント間取引消去 △65,173

全社費用（注） △3,396,496

四半期連結損益計算書の営業利益 6,087,566

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
自動車用
エンジン軸受

自動車用エン
ジン以外軸受

非自動車用
軸受

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 31,666,86810,291,7149,755,11651,713,699175,41851,889,117

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

373,477548,516244,1691,166,16462,1811,228,346

計 32,040,34610,840,2319,999,28652,879,863237,60053,117,463

セグメント利益 4,650,2063,152,4672,857,94510,660,619122,66510,783,284

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 10,660,619

「その他」の区分の利益 122,665

セグメント間取引消去 20,134

全社費用（注） △3,524,949

四半期連結損益計算書の営業利益 7,278,468

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

平成23年４月１日付の組織変更により、従来「自動車用軸受」に含めておりました自動車用エンジン軸

受事業を「自動車用エンジン軸受」へ、自動車用エンジン以外軸受事業を「自動車用エンジン以外軸受」

に再編しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間において用いたセグメ

ント区分に基づき作成しております。

　

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

大同メタル工業株式会社(E02175)

四半期報告書

22/25



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 175.45円 97.43円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 6,991,035 3,881,685

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 6,991,035 3,881,685

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,844 39,837

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成23年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　278,856千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　7円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成23年12月12日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年２月１３日

大同メタル工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    服    部    則    夫    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    淺    井    孝    孔    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大
同メタル工業株式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連
結会計期間（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成
２３年４月１日から平成２３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

　

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同メタル工業株式会社及び連結子会社の平
成２３年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。

　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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